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第２回審議会（9/11）での意見 御意見への対応状況

第２章
基本的
な考え
方

１プラン
の基本
目標

「「ジェンダー平等がスタンダードである岩手」を将来像として」とありますが、「将
来像として」という文言は無くして、「ジェンダー平等がスタンダードである岩手」の
実現を目指しますと言い切ることはできないでしょうか。

御意見を踏まえ、文言を修正しました。（P22）

第３章
各論

Ⅰ男女
が共に
活躍で
きる社
会づくり

１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大
男女の賃金格差の要因に女性が上位の職に登用されていないことが挙げられ
るのであれば、単なる両立支援だけではない上位職への登用が必要です。
例えば、「将来において目指したいと思う女性管理職等のロールモデル」などと、
具体的に管理職というフレーズを入れていく方向でお考えいただけないかと思い
ます。
まずは女性管理職を増やして、女性だってこういう道を目指していいと次の世代
に示すことが大事だと思います。

御意見を踏まえ、文言を修正しました。（P29）

Ⅱ働く
女性の
活躍の
推進

２　男女均等な雇用機会・待遇の確保など雇用環境の整備
ハローワークやジョブカフェいわてなど、企業と就労者の情報を持ち結びつける
ところにも、男女均等な雇用機会・待遇の確保など労働環境の整備に関して、期
待することを何か入れられないでしょうか。

施策の方向に盛込済であることが確認できたこ
とから、修正等なし。（P38）
（ジョブカフェ（岩手県）における人材育成や環境
づくりの取組は１に記載があり、また、男女均等
関係の取組も国（労働局）と連携しながら行う旨
記載。）

Ⅲ誰も
が安全・
安心に
暮らせ
る社会
づくり

１　ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶
暴力の根絶に向けては情報モラル教育の充実だけではなかなか難しく、暴力は
人権侵害であるということも踏まえて、学校において、人権という観点から、包括
的性教育を進めることについて取組や期待することとして盛り込めないでしょう
か。
岩手の教育現場では柔軟に性の健康教育や性暴力被害を防ぐための教育を受
け入れていますし、性の多様性についても先生方の関心が高まってきています
ので、これからの基本方針の中に、男女共同参画の視点で踏み込んだ表現を入
れてもいいと考えます。

いわて困難な問題を抱える女性への支援等推
進計画の記載に準じ、施策の方向に、人権教育
について追加しました。（P44）
皆さんに期待することの学校に期待することとし
て「発達段階に応じた人権教育」を追加しまし
た。（P46）

令和７年度第２回岩手県男女共同参画審議会における主な意見と対応状況

項目

資料１



第２回審議会（9/11）での意見 御意見への対応状況項目

第３章
各論

Ⅲ誰も
が安全・
安心に
暮らせ
る社会
づくり

１　ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶
最近悲しい事件が起き、警察の対応に関して批判が出ている案件もあります
が、県民、企業、市町村や学校では対応が難しいような、警察の役割等について
可能な範囲で盛り込まれるようお願いします。

施策の方向に盛込済であることが確認できたこ
とから、修正等なし。（P46）
（関係法令を適用した行為者の検挙、ストーカー
規制法に基づく禁止命令等の行政処分の実施
等を法令に基づき県警において実施することを
記載済。）

３　生涯にわたる男女の健康への支援
いわて男女共同参画プランについては、性別を問わず誰もが参画プランというよ
うに私は捉えています。(2）妊娠・出産に関わる保健医療対策の充実の部分の言
葉遣いに関して、「母と子」「母子」という文言を「親子」に変えることで、
男性や様々な形のパートナーの方々も、無意識に、自然に、子育てに関わって
いけるようになったり、無意識の部分に働きかけることが一つずつ増えていけ
ば、理想的な社会に向けて良い方に進んでいくのではないかと思いました。

本項目は「妊娠・出産」に関わる記載であり、他
の関係計画との整合性の観点からも「母子」の
記載のままとします。（P51）
委員の御指摘も非常に重要な視点であり、事業
の実施に当たっては、委員意見の趣旨を踏まえ
た取組となるよう、様々な形の親子や家族があ
ることを前提に、誰もが自然に子育てに関わって
いけるような働きかけを行ってまいります。

３　生涯にわたる男女の健康への支援
既に教育分野は男女共同参画が進んでいますが、保健や家庭科からもう少し踏
み込んで、身体的性差などを十分理解するためのことを学校でも取り扱う必要が
ありますので、学校に期待することを盛り込んだほうがいいと思います。

皆さんに期待することの学校に期待することとし
て「健康や性に関する教育の実施」を追加しまし
た。（P51）

４　防災・復興における男女共同参画の推進
学校における防災・復興教育について、男女共同参画に資することを何か学校
に期待してもいいのかなと思います。

皆さんに期待することの学校に期待することとし
て「男女共同参画の視点を取り入れた防災教
育」を追加しました。（P53）



第２回審議会（9/11）での意見 御意見への対応状況項目

いくつかの目標値が、中間年度の値と最終目標値が同じになっていたり、設定の
ない部分があったり、目標値として実現不可能な理想を掲げても仕方ありません
が、目標設定が後ろ向きな感じの印象を受けました。

令和12年度の目標値設定ができていない理由と
しては、関連の計画にそこまでの目標値設定が
されていないためであり、整合を図る必要があり
ます。
バックキャストで目標値を設定していく考えで、
指標及び目標値を一部見直しています。（P64～
71）

政策・方針決定過程の女性の参画拡大に関する指標について、県職員とか学校
教育の中で、目標値を設定してきたからこそ、県庁・行政の中でも増えてきてい
るように思います。
ここに一般企業の管理職に関する指標を加えることは難しいのでしょうか。

管理職の女性割合は、就業構造基本調査から
実績を確認しており、民間含めた管理職の女性
割合の実績を測っています。
就業構造基本調査は５年おきの調査であって毎
年度の状況把握が難しく、引き続き、参考指標と
して状況確認していくこととします。（P64）

「女性農業者の経営参画割合」について、日本の農政において家族経営協定の
締結が長い間目標になっていて、未だに割合が高くないことは問題があると思い
ますが、従来の家族農業に当てはまらない新規就農などで農村に元気な風を吹
かせていこうという動きが起こっているときに、そのような点の目標設定が必要か
と思います。

本指標は「いわて県民計画（2019～2028）第２期
アクションプラン」の指標等を踏まえ設定してお
り、令和９年度（2027年度）以降は、第３期アク
ションプラン等の策定状況を踏まえ、審議会委
員の御意見も参考にしながら、必要に応じて見
直しを行ないます。（P66）

「３人以上の女性委員が参画する市町村防災会議の割合」について、１人だけで
はなくて３人以上のところをあまねく地域に広げていきたいという趣旨はわかりま
すが、令和８年度に100％まで上昇させて以降は維持する目標は消極的に感じ
られます。

防災分野の女性参画度合いを測る指標に関し
ては、岩手県国土強靱化地域計画の見直しと合
わせて、「女性委員が2割以上参画する市町村
防災会議の割合」に変更することとします。
（P68）

主要指標・参考
指標



 
パブリック・コメント等の実施結果 

 
１ 実施状況 
(１) パブリック・コメント 

  令和７年 11 月 18 日(火)～12 月 17 日(水) 

 行政情報センター等への配架、県公式ホームページへの掲載による周知 

 郵送、ＦＡＸ、電子メールにより受付 

(２) 地域説明会 

岩手県環境生活部所管の６計画（環境基本計画、食の安全安心推進計画等）で、合同開催した。 
釜石会場  令和７年 11 月 20 日(木)  参加者数 30 名 

奥州会場  令和７年 11 月 21 日(金)  参加者数 26 名 

盛岡会場  令和７年 12 月 11 日(木)  参加者数 23 名 

久慈会場  令和７年 12 月 12 日(金)  地震・津波により中止 

(３) 県議会 12 月定例会環境福祉委員会 

令和７年 12 月８日(月) 

 
２ 意見件数及び対応状況 
(１) 意見件数 

受付方法 提出 
人数 

意見 
件数 

郵便（持参を含む。） ０人 ０件 
ファクシミリ ０人 ０件 
電子メール １人 ２件 
地域説明会 ２人 ２件 
県議会 １人 １件 

計 ４人 ５件 
 

(２) 反映状況 
区 分 内 容 意見 

件数 
Ａ（全部反映） 意見の内容の全部を反映し、計画等の案を修正したもの １件 
Ｂ（一部反映） 意見の内容の一部を反映し、計画等の案を修正したもの １件 
Ｃ（趣旨同一） 意見と計画等の案の趣旨が同一であると考えられるもの １件 
Ｄ（参考） 計画等の案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの ０件 
Ｅ（対応困難） Ａ・Ｂ・Ｄの対応のいずれも困難であると考えられるもの ０件 
Ｆ（その他） その他のもの（計画等の案の内容に関する質問等） ２件 

計 ５件 
 

 

資料２－１ 



 
パブリックコメント等の意見検討結果一覧表 

 

番号 意見の内容 検討結果（県の考え方） 反映状況 

１ 市町村審議会等に占める女性の割合が低いと思う。 

女性の有職率も上がっているので県が率先垂範して、市

町村の審議会の女性の比率を 50％にする目標を立てれば

よいのではないかと思います。地方議員を女性ばかり選挙で

選ぶのはむずかしいので、県や市町村の会議はどこに行って

も女性ばかり出席しているといわれるくらい革新的に取り組

めばちょうどよいと思う。 

市町村の審議会等委員に占める女性の割合については、国の「第５

次男女共同参画基本計画」において、40％以上、60％以下を目標とし

て設定されており、国の「第６次男女共同参画基本計画」においても継

続して目標値として設定される見込みです。 

 女性委員割合の国による調査・公表に加えて、県が今回策定するプラ

ンにおいても市町村審議会等に占める女性割合を指標として設定し、

進捗状況を把握しながら、登用促進に取り組むこととしています。 

 

Ｃ 

（趣旨同一） 

２ 教職員男性の育児休業の取得率が低い。 

教職員男性はせめて県平均並みまで上がってほしい。事務

職に比べて学校現場が学期制、年度制で取得がしにくいの

かもしれないが、こどもへのジェンダーの教育効果という観

点や働き方改革という点からも男性教員も育児休業を取得

しやすいような環境を整えてほしい。根本的には教員の人手

不足という問題もあると思うのでその問題も解決してほし

い。 

県職員の数値はなぜ、医療局、教育委員会、県警察を除く

数値なのか。県民は事務職ばかりではないので、県民にも波

及効果が及ぶように県職員の現場の仕事や交代勤務などを

反映した正確な実態を数値に反映できるようにしてほしい。 

県教育委員会では、令和７年４月に岩手県教育委員会特定事業主行

動計画「子育て応援・女性活躍推進プラン」を策定し、令和 12 年度まで

に男性職員の育児休業取得率を 85％とする目標値を定め、子育て支

援制度の認知度向上と職場環境の整備に取り組んでいるところです。 

 学校教育の充実と教職員の負担軽減のために、学校現場への支援ス

タッフの配置に取り組んでおり、目標の達成に向け、業務分担の見直し

等による適切な業務管理や、代替職員の配置を行うなど、より一層、男

性職員が育児休業を取得しやすい環境づくりを進めていきます。 

 また、男性の育児参画の促進のために県が率先して姿勢を見せるこ

とは重要であり、職員の育児休業等の取得状況について女性活躍推進

法に基づき毎年公表を行っていることから、男女共同参画プランにお

いても現状を明らかにするため、知事部局・教育委員会に倣い、医療局

及び警察についても参考指標に盛り込みます。 (P70) 

 

Ｂ 

（一部反映） 

資料２－２ 



番号 意見の内容 検討結果（県の考え方） 反映状況 

３ 「男性の家庭生活への参画と社会全体で子育て・介護等を

支援する環境づくり」及び「広報・啓発活動による理解の促

進」の施策項目に関連した、参考指標の設定がないので、指

標とすべきものがないか研究してほしい。 

参考指標として、新たに「家庭生活又は社会活動と仕事を同じように

両立させていると考える人の割合（男性）」（R6 年度現状値 22.1％）と

「岩手県男女共同参画センターホームページの年間アクセス数」（R6 年

度現状値 24,660 件）を加えました。 (P71) 

 

A 

（全部反映） 

 
 



いわて男女共同参画プラン（2026～2030）の概要
▌ はじめに

〇 岩手県では、男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な実施を図るため、

平成12年にプランを策定して以来、切れ目なく計画を策定してきた。

〇 今般、現プランが令和７年度で計画期間終了となることから、本県や男女共同参画を

取り巻く社会経済情勢の変化等を踏まえ、新たなプランを策定するもの。

▌ 基本的な考え方 ― 各論

基本目標 一人ひとりが認め合い、支え合い、自分らしく生きられる いわて

一人ひとりの人生選択の中で「選ばれる岩手」であるために、
職場、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる場面において、

性別にかかわらず一人ひとりが尊重され、共につながり支え合い、自分らしく生き生きと暮らしていくことができる
「ジェンダー平等がスタンダードである岩手」の実現を目指します。

施策の基本的方向

男女が共に活躍できる社会づくり

１  政策・方針決定過程への女性の参画拡大

２  女性や若者をはじめとした多様な主体の参画による
  地域社会づくり

３  固定的な性別役割分担意識の解消と
  アンコンシャス・バイアスの理解の促進

働く女性の活躍の推進

１  女性の職業生活における活躍の推進

２  男女均等な雇用機会・待遇の確保など雇用環境の整備

３  仕事と生活を両立できる環境づくり

４  農林水産業・商工自営業における男女共同参画

誰もが安全・安心に暮らせる社会づくり

１  ジェンダーに基づくあらゆる暴力の根絶

２  困難を抱えた女性等への支援

３  生涯にわたる男女の健康への支援

４  防災・復興における男女共同参画の推進

男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

１  男女共同参画を推進する教育・学習の充実

２  男性の家庭生活への参画と社会全体で子育て・介護等
  を支援する環境づくり

３  多様な性のあり方の尊重と性的マイノリティに対する支援

４  広報・啓発活動による理解の促進

(1) 政治・行政における政策・方針決定過程への女性の参画拡大
(2) 民間における方針決定過程への女性の参画拡大

Ⅰ

１ プラン策定の趣旨

２ プランの性格

３ プランの期間

〇 「男女共同参画社会基本法」、「岩手県男女共同参画推進条例」に基づく計画。

〇 「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく計画。

〇 国の「第６次男女共同参画基本計画」や県の「いわて県民計画（2019～2028）」を

はじめとする各種計画との整合性を図った計画。

〇 国や市町村へは、連携した一体的な施策の推進を要請。県民一人ひとり、関係団体や

民間企業が取り組む際の基本指針としての性格を併せ持つもの。

令和８年度から令和12年度までの５年間

▌ 現状と課題
令和３年プランにおける成果と課題

Ⅰ あらゆる分野に
おける女性の参画
拡大

[成果]
● 様々な分野の政策・方針決定過程への女性参画が着実に進展
● 男女共同参画サポーターの増加、男性サポーターの増加

[課題]
● 政策・方針決定過程への女性参画の一層の促進
● 固定的性別役割分担意識等の解消に向けた意識啓発

Ⅱ 東日本大震災津波
からの復興と防災に
おける男女共同参画
の推進

[成果]
● 男女共同参画視点からの復興・防災研修の受講者数増加
● 防災の現場における女性の参画が拡大

[課題]
● 防災会議等の方針決定過程への女性参画の一層の促進
● 多様な視点を反映した防災対策の実施

Ⅲ 女性の活躍支援

Ⅴ 男女共同参画社会
の実現に向けた基盤
の整備

Ⅳ 多様な困難を
抱えた女性への支援
と女性の健康支援

[成果]
● 女性の就業率の向上、M字カーブが解消傾向
● 女性活躍や両立支援等、環境改善に取り組む企業が増加

[課題]
● 職場の男女間格差解消のための環境整備
● 仕事と家庭生活の両立

[成果]
● 性犯罪・性暴力被害者を対象とした相談窓口の認知度の向上
● 困難女性等を支援する職員の資質向上の取組が着実に進展

[課題]
● 支援が必要な女性が確実に支援を受けられる体制の整備
● 女性特有の病気の予防対策を推進するための環境整備

[成果]
● 出前講座やセミナー等による啓発、理解増進の取組が継続
● 社会全体で子育てを支援する機運が醸成

[課題]
● 男女平等や多様な性に関する教育・学習機会の充実
● 男性の家事・育児・介護への更なる参画のための意識変容

(1) 地域における政策・方針決定過程への女性の参画拡大
(2) 多様な主体の参画による地域社会づくりの推進
(3) 岩手県男女共同参画センターの拠点機能の充実等

(1) 固定的な性別役割分担意識の解消
(2) 性別に関わるアンコンシャス・バイアスへの気付きや見直しを促す

 ための啓発

(1) 女性の就業の支援
(2) 女性の起業の支援
(3) デジタル分野の女性人材の育成とテクノロジーの導入による就業環境の整備
(4) 女性の活躍に取り組む企業等に対する支援
(5) 関係団体との連携

(1) 男女の均等な機会の確保
(2) 快適な職場環境と労働条件の整備
(3) ハラスメント防止対策の徹底
(4) 非正規雇用労働者の正社員転換・待遇改善の推進

(1) 働き方改革の取組の推進
(2) ワーク・ライフ・バランスの推進

(1) 農林水産業における男女共同参画の推進
(2) 商工自営業における男女共同参画の推進

(1) ジェンダーに基づく暴力を防ぐ環境づくり
(2) インターネットを利用した性暴力等への対応
(3) ジェンダーに基づく暴力への厳正な対処 
(4) 被害者支援の充実

(1) ひとり親家庭等への支援
(2) 生活困窮、高齢、障がい者等の多様な困難を抱えた女性等への支援

(1) 生涯を通じた健康支援
(2) 妊娠・出産に関わる保健医療対策の充実

(1) 防災・復興に関する政策・方針決定過程への女性の参画拡大
(2) 災害から受ける影響の男女の違い等に配慮した防災対策の実施
(3) 防災・災害の現場における女性の参画拡大

(1) 家庭教育の充実 (2) 学校教育の充実
(3) 社会教育の充実と生涯学習の振興
(4) 地域において男女共同参画を推進する人材の養成
(5) 国際理解・国際協調の促進

(1) 家事・育児・介護への男性の参画の促進
(2) 多様な子育て・介護支援サービスの充実

(1) 多様な性のあり方に関する理解の増進と偏見や差別の解消
(2) 性的指向やジェンダーアイデンティティにかかわらず暮らしやすい 環境づくり

(1) 様々な機会や媒体を活用した広報・啓発活動
(2) 男女共同参画・ジェンダー平等に向けた気運の醸成
(3) 男女共同参画に関する調査

Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

▌計画の
推進

１  それぞれの役割と連携 ２  プランの進捗状況管理

県や市町村、各種団体、ＮＰＯ、企業、県民一人ひとりが自らの
課題として問題意識を持ち、自主的、主体的に実践するとともに、
連携しながら解決に向けて取り組む

「主要指標」と「参考指標」を定め、実績と関連事業等について毎年度
調査し、年次報告として公表するとともに、男女共同参画審議会におい
て進捗状況を評価・検証
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はじめに 
 

１ プラン策定の趣旨                 
〇 本県では、男女共同参画の推進に関する施策の総合的かつ計画的な実施を図るため、平成 12

年に「いわて男女共同参画プラン」を策定して以来、切れ目なく男女共同参画計画を策定し、

男女共同参画社会の実現に向け取り組んできました。 

 
〇 今般、「いわて男女共同参画プラン」が令和７年度で計画期間終了となることから、本県や

男女共同参画を取り巻く社会経済情勢の変化等を踏まえ、新たな「いわて男女共同参画プラン」

を策定するものです。 
 
 

２ プランの性格                    

〇 男女共同参画社会基本法第 14条及び岩手県男女共同参画推進条例第９条の規定に基づく計

画であり、中長期的見通しに立って本県における男女共同参画社会づくりの目標、方向、実現

方策を総合的に定めるものです。 

 

〇 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律第６条第 1項の規定に基づく、本県におけ

る女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画です。 

 

〇 国の「第６次男女共同参画基本計画」や県の「いわて県民計画（2019～2028）」をはじめと

する各種計画との整合性を図った計画です。 

  本プランの主要指標は、「いわて県民計画（2019～2028）第２期アクションプラン」と整合

を図っており、必要に応じて見直しを行います。 

  

〇 この計画は、本県の男女共同参画を推進する実施計画であり、国に対しては、県の取組に対

する積極的な支援・協力を求めるとともに、市町村に対しては、この計画を勘案した行動計画

の策定と、県との連携による一体的な施策の推進を要請するものです。さらに、県民一人ひと

りが男女共同参画の実現を自らのこととして考え、職場・学校・地域・家庭等において取り組

む際や、関係団体・民間企業が自主的な活動や事業に取り組む際における基本指針としての性

格を併せ持つものです。 

 
 

３ プランの期間                    

  令和８年度から令和 12 年度までの５年間の計画とします。 
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４ 基本理念 （岩手県男女共同参画推進条例第３条）                   

 

(1) 男女の人権の尊重 

男女の個人としての尊厳が重んぜられ、直接的なものであると間接的なものであるとを問

わず、性別による差別的取扱いを受けないこと、男女が社会のあらゆる分野において個人と

しての能力を発揮する機会が確保されることその他の男女の人権が尊重されること。 

 

(2) 社会における制度又は慣行についての配慮 

社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役割分担等を反映して、男女の社会に

おける活動の選択に対して及ぼす影響をできる限り中立なものとするように配慮されること。 

 

(3) 政策等の立案及び方針決定過程への共同参画 

男女が社会の対等な構成員として、県における政策又は民間の団体における方針の立案及

び決定に共同して参画する機会が確保されること。 

 

(4) 家庭生活の活動と他の活動との両立 

家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の

家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、家庭以外の

職場、学校、地域その他の社会の分野における活動を行うことができるようにすること。 

 

(5) 国際的協調 

男女共同参画の推進が国際社会における取組と密接な関係を有していることにかんがみ、

国際社会の動向を勘案して行われること。 

 

(6) 生涯にわたる健康な生活 

男女が互いの性について理解を深めることにより、生涯にわたり健康な生活を営むことが

できること及び生殖に関する事項に関し双方の意思が尊重されること。 

 

(7) 男女間における暴力的行為の根絶 

配偶者間その他の男女間における暴力的行為（精神的に著しく苦痛を与える行為を含む。）

を根絶するよう積極的な対応がなされること。 
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第１章 現状と課題 
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１ 男女共同参画をめぐる社会情勢の変化 

 

(1) 人口減少・少子高齢化の一層の進行 

本県の総人口は、平成９年から減少局面に入り、また、平成 12 年からは自然減（死亡数が

出生数を上回ること）と社会減（県外への転出者数が県外からの転入者数を上回ること)があ

いまって人口が減少しており、令和６年 10 月 1 日時点の総人口は、約 114 万人となっていま

す。 

急速な人口減少と少子高齢化の進行は、社会保障制度や経済活動、社会生活など様々な影響

を及ぼしています。特に、生産年齢人口の減少が続く中、産業等の担い手として欠かせない女

性の参画が求められています。 

また、「岩手県人口ビジョン」（令和２年３月改訂）では、人口減少の要因として、自然減は、

若年女性の減少と未婚化・晩婚化の進行を背景とする出生率の低迷が原因で、社会減は、進学・

就職期の若者の転出の影響が大きく、特に就職期の女性の転出が多い傾向があると分析してい

ます。 

人口減少対策を進めていく上では、子育ての負担や、仕事と育児の両立の困難さといった、

様々な「生きにくさ」を「生きやすさ」に転換していくことが重要であるとともに、若者の転

出を食い止めるために、質の高い雇用を確保していく必要があります。 

 

 

 図 1 本県の人口の推移（昭和 60 年～令和６年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：昭和 60,平成 2,7,12,17,22,27 年は総務省統計局「国勢調査」、他の年は県政策地域部「岩手県人口移動報告年報」(岩手県毎月人口推計) 
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図１ 本県人口の推移（昭和60年～令和６年）
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※ 各年 人口は10月1日現在、増減数は前年10月から当年9月までの値
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 図 2 15～49 歳女性人口と合計特殊出生率（岩手県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省統計局「国勢調査」、厚生労働省「人口動態統計」 

 

 図 3 未婚率の推移（岩手県・女性／男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省統計局「国勢調査」 

 

図 4 年齢階級別人口移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県ふるさと振興部「岩手県人口移動報告年報」 
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図２ 15～49歳女性人口と合計特殊出生率（岩手県）
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図３－２ 未婚率の推移（岩手県・男性）
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図３－１ 未婚率の推移（岩手県・女性）
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図４ 年齢階級別の人口移動の状況（岩手県）
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